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B 125　　被服色彩嗜好の主成分分析

　　　　東京家政学院短大　　　今井弥生

C日本家政学会

　目的　色彩嗜好は人^ か被服を選ぶときの条件と:な!）、形態・素材とと% に一個人の人格

、外的情報に影響される。このことは1967年の調査で明らかにした､が、14年を経過した現

在、現代の女子学生は被服の色彩をどのよ5 友基準で選択したか、-この問題についてＨ－

otellng c主因子解でイメージ分析をかこ次い、被服構成色彩の推移を追求した。

　方法　対象：母集団は東京家政学院短大学生90名、年齢18～19歳。素材購入目的と時期

：被服構成実習で被験者のワンピース・　ドレス製作のため1980年10月に購入。一調査方法と

分析：前回の質問紙を用い、'81年１月完成時点でドレスの色彩に対し、形容詞3o項目、

５段階評定させた。全被験者の評点平均、分散、標準偏差を求め、イメー､ジ・プロフィー

ル、相関行列、主成分分析で因子負荷量、固有値を求め、それぞれの位置関係に解釈を加

え、1967年のデータと比較、検討した。

　結果　ドレスのイメージ・プロフィールは単純痙、。無難な、落着いた、好きなが上位群

、上品痙、大人しいは中位群、繊細痙、流行のが下位群であったが、' 67年との差が認め

られた。各形容詞間の相関は、「個性的痙、印象的次」「上品次、優雅友」「知的々、上

品ｱ1」「好き々、似合った」は強い相関関係にある。因子負荷量で第１因子は美しい、知

的攻、似合った。第２因子は地味な、落着いた、堅実な。第３因子は清潔友、やわらかい

、可愛らしい。累積寄与率　54 %。第２、第３因子間の形容詞の位置関係は、' 67年と類

似点が認められ、被服色彩嗜好の選択時における基本的態度の構造から被験者をいくつか

CDタイプに分類することができた。さらに形態・素材の関係もわかった。
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目的顔面の色調と衣脈の＆鎖けの関係は，直切り肌色のサンフリレタヽヽ･れ'尺めに大験了

う機お片片影こケいヽ．参狐的り几色乙衣服の色の闇泳を兄ら尽めI' , 嘔和心斗ふ
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の肌色と衣服の色・廓乖とかバこ釣の研数の到駒りとツ§ ためのどのTヽ'hi .

　方夫　･殯験色戴・作べ　縦μCm.棟，・?Or^ ・仄色のラツペ紙ト，玖検,st>≫.ロ,赤有秉練床

の有彩あ色紙色な間かーすっ和nて勁付，色絲，の寸煮にﾀ^ヽ3?フオバ几と色糸とよ親用意し

て皆月しに今目芙験に賊し尺肌色色糸ほ?,-^Y尺と/∂.∂了尺のグループ,で■, 名々以現年りも

し t のの凡明麿彩席を煮声してs＆ずつ邁ん凪
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　肺蓼　河れ・7'Iレーフり秀ダ肌色＆戴り月ゐく拓也^ツ7 系の明ろい肌色の場合ヽ,緑

色とかとダ肌色り月ゐくずる。>r ーク'レ系の晴い肌みt-(3, 若ず巻ダ軋りいく1うとい

'1るの丿冴えre。視間距離と犀軒り人さでトつ＼. ヽてLiｹ吹の贋札ドゆだお/こしヽ。


